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化学物質を取り扱う事業場には、墜落・転倒などの作業中のケガや化学物質
による中毒などの健康障害だけでなく、火災・爆発などの災害が起きる
可能性があります。火災・爆発事故を防ぐためには、リスクアセスメントを
実施し、的確なリスク低減措置によりリスクを下げることが重要です。

労働安全衛生総合研究所では、火災・爆発防止のためのリスクアセスメントの進め方（手法）を
『プロセスプラントのプロセス災害防止のためのリスクアセスメント等の進め方』
と題した技術資料にまとめました。この手法は次のような特徴があります。

化学物質を取り扱う事業者の皆さまへ

　　　　　　を防ぐための
リスクアセスメントを
実施しましょう
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改正安衛法でリスクアセスメントの義務化の対象となっている化学物質（640種類）だ
けでなく、すべての化学物質に適用できます。

対象となる化学物質は何ですか？

どこに危険があるか？に気付き、そのリスク低減措置の実施まで結びつけることができ
ます。その結果として、事業場の安全性を高めることができます。

この手法を採用することによりどんなメリットがありますか？

どんな危険があるのか？そのリスク低減措置がなぜ実施されているのか？などの検討過
程が明らかにされているので、後から設備を改善したり、作業手順を見直す際に必要な
情報になります。また、現場作業者や社員の教育資料として活用することもできます。

リスクアセスメントを実施した結果をどのように活用したらよいですか？

取り扱い物質・設備・作業方法を新規に採用したり、使う物質や設備、操作を変更した
ときなどに実施します。さらに、定期的に実施することが望ましいです。

いつリスクアセスメントを実施すれば良いのですか？

安全管理者だけに任せるのではなく、関係者が集まり、皆で検討しながら実施します。

誰がリスクアセスメントを実施するの？

火災・爆発防止のためのリスクアセスメントに利用できます。このパンフレットで説明し
ている手法は、防止対策の検討・実施と現場の作業者が知っておくべき危険情報を明記
しておくことなどもカバーしています。
　なお、厚生労働省では、化学物質による火災・爆発等に着目したリスクの存在をスク
リーニングするための支援ツールを提供しています。

この手法は改正安衛法で要求される化学物質のリスクアセスメント義務化
への対応に利用することができますか？

よくある質問

火災 爆発

▶取り扱い物質やプロセスにどのような危険があるかを質問形式で確認することができます。
▶火災や爆発発生のきっかけとなり得る事象（「引き金事象」と呼ぶ）を見付けることができます。
▶引き金事象発生から火災・爆発事故に至る過程（「シナリオ」と呼ぶ）を探ることができます。
▶リスク低減措置の有効性を確認しながら、リスクアセスメントを進めることができます。
▶事故を未然に防ぐことだけでなく、事故による被害を小さくすることにも着目して、
  リスク低減措置を検討することができます。

技術資料のpdfファイルは下記URLより、ダウンロードすることができます。また、冊子版ご希望の方は、
研究所ホームページに記された「お問い合わせ先」よりご連絡下さい。
● 労働安全衛生総合研究所技術資料（2016）「プロセスプラントのプロセス災害防止のためのリスクアセ
スメント等の進め方」JNIOSH-TD-No.5，https://www.jniosh.johas.go.jp/publication/td.html

のど飴の製造工場において、
原料溶液に含まれていたエタ

ノールに釜で撹拌中に引火し、近く
にいた作業員がやけどを負った。

アルミニウムとマグネシウム
の合金を粉砕加工する作業

中に粉じん爆発が発生し、作業者2
名が死亡した。

無機化学工業製品製造工場
において、黄リンと硝酸とが

異常反応を起こして処理槽が爆発
し、作業者2名が死傷した。
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過去にはこんな事故が！過去にはこんな事故が！過去にはこんな事故が！

使用している化学物質・プロセスで
火災や爆発が起こることは
ないのだろうか？

設備の故障や作業者によるミスが
火災や爆発事故に繋がることは
ないだろうか？
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